
【社会的動物と精神の関係図】

社会的動物が基本的に守らなければならないルールの欠如 

公共の福祉(幸せ)に反しないことが条件 自由・平等・権利 

主         張 

国民に保障されている事 

精神的ストレス 

社会構成の原始的基盤=本来常識 

国を構成するための基盤=常識 

社会的動物が基本的に守らなければならないルール 

教育されていないことの弊害 

身についていないことの弊害 
理由 

赤ちゃん 生存本能 

自己防衛 自己主張 ＋ = 自己中心 

被害者意識の増幅 

分不相応なプライド 

空気が読めない

功ある者を認めない 
平等の取り違え 

成長の過程 

非礼 

疎外感 

欠如した人たちの集合(現代の民)による人間関係 

良くすることが精神の安定につながる 

社会的動物として避けがたい 

自分が傷つかないため 
言葉に対する自己防衛が働き、言葉に対
する攻撃に鈍感にならざるを得ない 

ヤマアラシのジレンマのように善意であっても傷つく。 
自己中心同士であればなおさら。 

うまくいく場合 うまくいかない場合 

精神の安定 精神の不安定 

諦める 断念 自分勝手 

諦観 
全体を見通して、事の本質を見きわめること。 

人間の理性は、ある種の認識について特殊の運命を担っている、すな

わち理性が斥ける(しりぞける)こともできず、さりとてまた答えること

もできないような問題に悩まされるという運命である。斥けることが

できないというのは、これらの問題が理性の自然的本性によって理性

に課せられているからである、また答えることができないというのは、

かかる問題が人間理性の一切の能力を超えているからである。 

 
                                                              カント「純粋理性批判」 


